
令和 8年度 全国学力・学習状況調査の結果について 
宮崎小学校 

 

令和 8年度全国学力・学習状況調査の結果が公表されました。 

本校では、調査結果を学力の一側面として捉え、児童質問紙の結果と合わせて分析を行い、今後の教育活動

の改善に生かしていきます。 

 

本校児童のよさ 

調査結果や質問紙の回答から、本校児童には次のようなよさが見られました。 

①学習に粘り強く取り組む姿勢 

国語では 87.5％、算数では 91.7％の児童が「最後まで解答を書こうと努力した」と回答しており、最後まで

あきらめずに取り組もうとする姿勢が見られました。 

② 教師との信頼関係と自己肯定感 

「先生は自分のよいところを認めてくれている」と回答した児童は 91.7％でした。 

また、「自分にはよいところがある」と感じている児童も多く、安心して学習に取り組むことのできる土台が育っ

ていることがうかがえます。 

③ 学習内容を理解しようとする意欲 

質問紙では、「授業の内容がよく分かる」と回答した児童の割合が高く、学習に前向きに取り組んでいる様子

が見られました。 

 

本校児童の課題 

一方で、国語・算数ともに、「必要な情報を整理し、根拠をもって説明する力」に課題が見られました。 

国語 

例えば、「集めた情報の中から必要な内容を選んで書く問題」「文章の工夫や意図を説明する問題」におい

て、県平均を下回る結果が見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



算数 

例えば、「表や資料から必要な情報を読み取り、その根拠を説明する問題」「分数や割合について理由を説

明する問題」において、県平均との差が大きく見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの問題は、単に知識を覚えているかどうかではなく、「必要な情報を選ぶ」「複数の情報を比較する」

「根拠をもとに説明する」といった力が求められる問題です。 

 

 

質問紙から見える本校児童の姿 

質問紙調査からも、学力調査の結果と関連する傾向が見られました。 

例えば、「自分と違う意見について考えるのが楽しい」「人と違う意見を言っても否定されないと思う」「自分の

考えが伝わるよう工夫して発表した」「算数で考え方を説明する活動をよく行った」「ICTを活用して情報を整理

できる」といった項目は県平均を下回っていました。これらの項目は、どれも上記の課題で示した「必要な情報を

整理し、根拠をもって説明する力」との関連が見られます。 

その一方で、「課題の解決に向けて自分から取り組む」「学習した内容を振り返る」「友達との話し合いを通し

て考えを深める」などの項目は比較的高い結果でした。これらの項目は、学習の土台となる大切な要素となるた

め、主体的に学習に取り組む意識が高いことがうかがえます。 

 

 

 

 

 

 



今後の学校の取組 

本校児童は、これらの結果から、学習に意欲的に取り組むことができていることが分かりました。今後は、その

よさを生かしながら、自分の考えを整理し、根拠を示しながら表現する力をさらに伸ばしていきたいと考えていま

す。 

そこで、本校では全学年を通して「必要な情報を整理し、根拠をもって説明する力の育成」を重点として取り組

んでいきます。 

具体的には、 

 

 

 

 

 

の充実を図っていきます。 

 

ご家庭へのお願い 

子どもたちの学びを支えるためには、学校と家庭が連携して取り組むことが大切です。ご家庭でも、「どうして

そう思ったの？」「その理由を教えて」「どこからそう考えたの？」など、お子さんの考えを聞く機会をもっていただ

ければ幸いです。 

また、「本や新聞、インターネットの記事について話し合う」「ニュースや身近な出来事について考えを伝え合う」

「調べたことをまとめたり説明したりする」などの経験は、子どもたちが情報を整理し、自分の考えに根拠をもって

表現する力を育むことにつながります。ご家庭でもその機会を少しでも設けていただければと思います。 

 

今後も、学校と家庭が連携しながら、子どもたち一人一人の成長を支えていきたいと考えています。引き続きご

支援・ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

・文章や資料、表やグラフから必要な情報を選び取る活動 

・根拠や理由を明確にして話したり書いたりする活動 

・友達と考えを伝え合い、比較・検討する活動 

・ICTを活用した情報整理や発表活動 


